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はじめに：有機薄膜太陽電池(OPV)の動作機構を明らかにす

るためには、電荷生成過程、電荷輸送過程を理解することが

重要である。本研究では、その一環として、OPV の２分子

再結合定数が、開放光起電力減衰(OCPVD)法、および、イン

ピーダンス分光(IS)法から求められることを示す。 

実験：OPVの一例として、PTB7およびPC71BMによるバルクヘ

テロ接合を有する ITO/ZnO/PTB7:PC71BM/MoO3/Al 逆構造の

OPVを作製した。Fig. 1にOPVのJ-V特性を示す。FFは0.66、電

力変換効率は6.3%であった。OCPVD測定は、波長635nmの赤

色レーザーを励起光源とし、開放光起電力減衰をデジタルシ

ンクロスコープにより測定した。IS測定にはSolartron 1260 型

インピーダンスアナライザおよび1296 型誘電率測定インタ

ーフェイスを用い、暗状態下で測定を行った。 

結果：Fig. 2 に示す開放光起電力減衰特性から寿命τを 
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により決定した。２分子再結合が支配的である場合、τ = 

1/2√𝐺𝛾となる（の励起光強度依存性から２分子再結合であ

ることを確認している[1]）。G は単位時間当たりの電荷生成

数であり、逆バイアス時の OPV の電流値から算出した[2]。

これらより、２分子再結合定数は、3.4 × 10−14 cm3/sと決

定できた。 

Fig. 3 に複素インピーダンスの虚数成分(Im[Z])の周波数

特性を示す。Im[Z]のピーク周波数fmaxから、 

γIS =
2𝜋

3𝑛
𝑓𝑚𝑎𝑥 (2) 

により２分子再結合定数 γISを算出[3]すると、1.6 × 10−15 

cm3/sとなった。これらの値は Langevin 再結合定数より小

さい値である。当日は、２分子再結合定数を様々な電力変

換効率を有する OPV で系統的に評価し、OPV 特性に与え

る２分子再結合の影響を明らかにする。 
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Figure 1 Current density-
voltage characteristics  

Figure 2 Open-circuit 

photovoltage decay 

Figure 3 Im[Z] - frequency 

characteristics 
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